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　 海 上 技 術 安 全研 究 所 で 建 造 を進 め て 来 ま し た 「実 海 域 再 現 水 槽 」 が 平 成 22 年 8A 末 に

竣 工 い た しま した 。 こ の 水 槽 は 382 台 も の 吸 収 式 造 波機 を 水 槽全 周 に 設 置 した 世 界最高 の

造 波能 力 を持 っ 試験 水 槽 で す。 3 自由度 の 曳引 台 車 と送風 機 も備 え 、そ の 名 が 示す 通 り実

海域 で 発 生 す る波 と風 を水 槽内 に 忠 実 に 再 現 す る こ とが で き ます 。 そ の 中で 模型 船 を航 走

させ る こ とで 、 こ れ ま で の 試験水 槽で は 計測 が 難 しか っ た 斜波 、横波 、追波状 態で の 船舶

の 推 進 性 能 や 操 縦 性 能 を 計 測 し、船 舶 の 実海 域 性 能 を 正 確 に 評 価 で き る よ うに な りま した 。

ま た 、漁 船 の 転 覆 、コ ン テ ナ 船や PCC の 大 振 幅横 揺 、
一・

発 大 波 に よ る船 体 折損 等 、様 々 な

海 難 事 故 を水 槽 内 で 再 現 す る こ とで 、事 故 原 因 の 究 明が 進 む も の と期 待 され て い ます 。

　本 特集 は 、実海 城再 現 水 槽 を 紹 介す る た め に 組 ま れ た も の で 、第 1 章 で は 実 海域再 現 水

槽 を建 造す るに 至 っ た背 景 と社 会 ニ
ー ズ に つ い て 説 明 し、続 く第 2 章 で は本 水 槽 の ス ペ

ッ

ク を簡 潔 に ま とめ て 紹介 し て い ま す。 ご 多忙 の 方 に は 第 2 章 だ け読 ん で 頂 い て も、本 水 槽

の 概 要 を ご理 解 い た だ け る よ うに しま した 。 よ り詳細 な解説は 第 3 章 か らで 、水槽 本体、

曳 引 台 車 、造 波装置 、送 風 機 、試 験 装 置 、水 槽施設 制御 シ ス テ ム と個 別 に 章 を 立 て て 解 説

し て い ます 。解説 に 続 い て 第 9 章 で は 本 水 槽 に よ り新 た に 可能 とな っ た 実験 に も触 れ て い

ま す の で 、 本水槽 で の 実 験 を ご 希望 の 方 に は 、 第 3 章以 下 に も 目 を通 し て 頂 く事 を お 勧 め

い た し ま す 。

　 本 特 集 が 読 者 の 皆 様 に よ る 新 し い 水 槽 実験 の ア イ デ ア創 出の
一

助 とな り、実海 域 再 現水

槽 に よ る研 究 委 託 等 を御
一

考 頂 く き っ か けに なれ ば 撃い で す 。
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